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クライアントの設定 

 
① Windows スタートメニューから［ウイルスバスター ビジネスセキュリティエージェント］をクリ

ックします。または、タスクトレイのアイコンを右クリックして［ビジネスセキュリティを開く］を

クリックします。 

       〔スタートメニュー〕           〔タスクトレイ〕 

   

 

② クライアントで除外設定が可能であるかを確認します。［設定］をクリックします。 

 

初期設定の状態では、クライアントの除外設定は出来ません。 

システム管理者の方に、サーバーでの除外設定を依頼してください。 

設定方法は、ビジネスセキュリティ（サーバー）の手順書を参照してください。 

 

システム管理者がクライアントでの除外設定を許可している場合、この手順書に従って設定を行っ

てください。 

※クライアントで許可されているか確認が可能です。 
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③ 表示画面に［保護］タブがあることを確認してください。 

 

 〔保護タブがある場合〕 

 

 

 〔保護タブがない場合〕 

 

 

 

［保護］タブのリストにある項目は、除外設定可能です。 

手順 4 に進んでください。 

※項目がないものについては除外設定出来ません。 

［保護］タブがない場合は、クライアントでの除外設定が

出来ないため、システム管理者にサーバーでの除外設定を

依頼してください。 

進 ださ  
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④ ［リアルタイム検索］であることを確認して、［除外設定］をクリックします。 

 

⑤ ［検索除外を有効にする］が ON であることを確認します。 

 

⑥ 基Ⅱ.net がインストールされているフォルダ（C:\Program Files (x86)\moto2dotnet：64 ビッ

ト OS の場合）を入力します。 

（C は基Ⅱ.net のインストールドライブです。ご利用の環境に合わせて変更してください。） 

※参照ツリーは表示されないため、手入力する必要があります。 

※指定したフォルダのサブフォルダも除外対象となります。 

 

⑦ ［追加］をクリックします。 
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⑧ リストに、指定したパスが追加されたことを確認します。 

 

 

⑨ 各 OS の設定は、それぞれ以下のようになります。 

・32bitOS の場合「C:\Program Files \moto2dotnet」 

・64bitOS の場合「C:\Program Files (x86)\moto2dotnet」 

 

⑩ 追加が終わったら［適用］をクリックします。 
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⑪ ［手動検索］［予約検索］にも、それぞれ除外設定があります。 

リストを切り替えて、同様の手順にて除外設定を行ってください。 

 

⑫ すべて完了したら、［OK］をクリックします。 

操作は以上となります。 
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サーバーの設定 

⑬ Windows スタートメニューから［ビジネスセキュリティ］をクリックします。 

       〔スタートメニュー〕  

   

 

⑭ 管理者の方がパスワードを入力して、［ログオン］をクリックします。 
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・リアルタイム検索の除外設定 

① ［デバイス］をクリックします。 

 

 

② 左側のツリーから、除外設定するコンピュータグループを選択して［ポリシーの設定］をクリックし

ます。 
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③ ［ウイルス/スパイウェア対策］をクリックします。 

 

 

④ ［検索対象］タブの［検索除外］の［+］をクリックします。 
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⑤ ［検索除外を有効にする］が ON であることを確認します。 

 

⑥ 基Ⅱ.net がインストールされているフォルダ（C:\Program Files (x86)\moto2dotnet：64 ビッ

ト OS の場合）を入力します。 

（C は基Ⅱ.net のインストールドライブです。ご利用の環境に合わせて変更してください。） 

※参照ツリーは表示されないため、手入力する必要があります。 

※指定したフォルダのサブフォルダも除外対象となります。 

 

⑦ ［追加］ボタンをクリックします。 

 

 

⑧ 下部のリストにフォルダが追加されたことを確認します。 
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⑨ 追加が終わったら、下にスクロールして［保存］をクリックします。 

 

 

⑩ 各 OS の設定は、それぞれ以下のようになります。 

・32bitOS の場合「C:\Program Files \moto2dotnet」 

・64bitOS の場合「C:\Program Files (x86)\moto2dotnet」 

  



 

ウイルスバスター ビジネスセキュリティ 

11 

 

・挙動監視の除外設定/信頼済みプログラムに追加 

① ［挙動監視］、または［信頼済みプログラム］をクリックします。 

 

 

② ［挙動監視の有効化］が ON であることを確認します。 
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③ 下にスクロールして［除外設定］のボックスに、「C:\Program Files (x86)\moto2dotnet」フォ

ルダ内の exe ファイルのパスを手入力します。 

（C は基Ⅱ.net のインストールドライブです。ご利用の環境に合わせて変更してください。） 

 

④ ［承認済みリストに追加］をクリックします。 

 

 

⑤ ［承認済みプログラムリスト］に追加されたことを確認します。 
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⑥ 同様の手順にて、必要なファイルを全てリストに追加してください。 

 

⑦ 追加が終わったら［保存］をクリックします。 

 

 
⑧ ［信頼済みプログラム］の設定方法も同様の手順となります。 

※［信頼済みプログラム］には、有効化・無効化の設定はありません。 
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・手動検索/予約検索の除外設定 

① ［検索］－［手動検索］、または［予約検索］をクリックします。 

 

 

② 除外設定するコンピュータグループをクリックします。 

 

 

③ ［検索除外］の［+］をクリックします。 
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④ ［検索除外を有効にする］が ON であることを確認します。 

 

⑤ 基Ⅱ.net がインストールされているフォルダ（C:\Program Files (x86)\moto2dotnet：64 ビッ

ト OS の場合）を入力します。 

（C は基Ⅱ.net のインストールドライブです。ご利用の環境に合わせて変更してください。） 

※参照ツリーは表示されないため、手入力する必要があります。 

※指定したフォルダのサブフォルダも除外対象となります。 

 

⑥ ［追加］をクリックします。 

 

 

⑦ 下部のリストに、フォルダパスが追加されたことを確認します。 
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⑧ 追加が終わったら、［保存］をクリックします。 

操作は以上で終了です。 

 

 


